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2 試験目的
林地の人工華地化が坂近多くみられるようはなり•とく K幼貽林の冷林双がこれの対象とな 

り,苗次のポ我と牧草の播酒を同時に行なうことが災い。そして,この月的は一球瞿貝貫の祖 

飼科を林堆からも孫仅し,さら«苗米の生技を助長しようとするものであ％が,演行的な礼’林 

技術がその± 2 . iられているため:Mflの生潦は比較的知期にとど•まざるを褂ない。

この为:跷は,寝ず度’質の纽飼料としての牧荣の&期にわたる・多収を図るための芭木の梢換 

様式を考えだし.これらの您式那に牧草并の収世绻持の状況を把孫し.また,林木の生处状況 

について,殃察しょうとするものであり,さら:一・このような’牧草を母入した造林地に&下し 

た,造或および管理践についても.明らか作しようとするものである。

3 路和4 2年度の泾過とえられた結果

1.恭地柚生代ついて

(1»核匝と蘇艾

a )牧草地

メ卿時の峋生は•第1回刈の6月は一般に活力が弱く,イネ林赫は開花し茸丈も 

平均4 4 5( 3 9〜4 8e)で低くかったが,被埋は平均31(5.0 —5. 3 )であっ 

たc以後泡2回の8月,危3回の1〇月の紳丑では裱既ら4. 〇 〇となって活力も回復 

してきたが,マメ粹点魚は祖’J年间様に溢分的にみられる程度であ〇た。軒却価は主と 

してミヤコザサ,キジムシロ ,コウゾリナなどが各哉(花时に若干みられたが•极度は 

〇• 01〜Q 0 5で劣勢で力・った。

b)野:草地

海必設定時吃はミヤコザサか.もっとも優占し被度は4.0 〇であったが•年〃開 

花し自然枯死がみられ,本年8月の誌登では甲均被废1.9 0 K低下したが•革丈は平 

均％ 6mで変化が少ない。ササの僻少にともない,ヨモギ・ビメムカンヨモギ・コウ 

ゾリナなどが全血に分布し・被/庭・+〜1.5で;I〇った〇
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(2)収 J»t

a)牧草地

本年姓の年間収靖は1haあたり約17. 〇 tで非溝に低仿であった。すなわち1帝 

刈りく6月11日)がもっとも低く hnあたり平5. 3 t . 2岳刈り<8月2 R ) 5. 

2て.5岳刈り(1〇月5日)K8 〇 Iと次第に増収はしたが,前史斥からスれば灼 

9〇しの波収であった。とくに!盗刈りの低かったのは・水年慢の顼用瓯浏.所め記妹 

化よれば,1爵刈りのころ(5〜6月の醉水lB-ll2 〇 8 m mで.凶年の4 91m mに 

くらべれ注•却半%如:す著ないことが,悪.盼冷・を与えたとも老丸られる。なお,林木の 

损仪株式と収惟の供係はみられなかった。

b )野草・地

歩;革地については,8月に1回刈りを実招した。全収时はhaあたり利6. 8 r ,前 

年聞て比べ1.71:の潮位であり,収粉描成では前年废ササが6 4 Wな額51弟であ 

ったが,本年度は逆に雑基探が4. 8 1( 71# )ササ1.5 I ( 2 $字)と安った。

2.林木Kついて

«1»桝確艮

昨年の饲也伸加计は牧單地で平均14 e .舟草地は平均17mであったが,本年は牧华 

地忻平均1G m ( 8〜14 e )•野草地は平为2 7 <» ( 2 4 - 2 9 « ) -C-t野草地は牧草 

地の約3倍弱の伸びを示した°

(2;生长・啓

木yついてみると,切•乍目雑くらべて発生索は合計で牧車呀:区とも約8〜15 % 

のづであった。

これを抽生.加我h'紙別にみると牧草RではI列ぴが約2 5 イで昨年柯樣であったが, 

仙は約5 ～18冬の戒•JH.昭は备以とも約4-2 5企の泄であった。このようVC 2年冃 

ておける牌?•木の故は,先估耕の発生が少なかったこと.作笙員炉な我様式:您啊れたため 

に切新木が依少したたわと考えられる〇しかし枯死木についてみると,奸箪区では1列区 

を除いてはほぼ同蜩であったが.牧革(?は咋年より杓8 4.(1〜15肪)髙かった。

⑶樹対占有田,伊棗

本年の観冠占布»m桥霍セみると.牧以【スは杓2〜3め.蚪草成は#J 4〜6婚で牧草仏の 

約2倍を示した。
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4 比MM 3年度の紙靛計画

腓年度:て引絞き,杖脾の収#および被度などについて、〜5回,野草而については1回の 

渺査を行ない.iたカラマツの摺髙や枝茨りおよび:生長陣容の内容について謳谚をすろ。

!〇 寒害防止

!飢衰担当者 ^

本喚林帘長:加葬善忠

〃防災部良:川口武燈

〃防災都防災料長:井上桂

〃 " 夂卷研咒室:岡上正七ほか

"° 防災遂•二蹄室：佐溪正ほか

〃造林砌林第一田焼・：土井恭次ほか

北海酒支埸费林砒无室:中!阡 哭ほか

東北支場JS林部長：森下援郞

" 滄ー研究室:者川忠はか

〃 醐^四硏究室:村•井赤ほか

関西支柄ft林研究空:早稲田収ほか

九州支場投:甲斐原一胡

九州支川泛林研死室:燈方信夫ほか

九州支弗择除後一研究室:第重陽山ほか

" 士爆研究室:吉筋正二挫か

・〃 防災研究密:白井)純郎ほか

2 泌・目的

檢後•林カ沏強計画にがづき,林約惊換・斎1海抜地への拡大造林制てよって針葉杖膾林与V® 

は・より知您条件の般しい立地に迫洒し,速年來客の発生を兒るに至り.關!:の兒込みがー立ち 

えない林:也も出圳してきた。そのため昭和3 7年.當来夫々墩独に実麴してきた塞害の矶究を 

本支が共同・の.»として取上げ,全匡的規模で試験を開始卜た。当初は£ず各地域ごとの纓击 

の実蜓を解明すると共M.発生の檢作を採り,防止方法を％発するための旅避資料をうる华を 

目的として出発した。I

3 昭和# 2年度の経他とスられた拓果

(1)林木の塞害は,症状・主要な環境麥因,発生明虬 発生しやすい地形などによって.全国 

的視野で分喚莪することが可能であり,現在までのところつぎの2つに大分园］できること 

がわかった。


